
第12回 地方から考える  「社会保障フォーラム」セミナー 参加申込書

〒

お名前

ご住所

ふりがな 所属議会

電話番号

FA X

Eメールアドレス

※ご記入いただいた個人情報は、フォーラムにご参加いただく皆様へのご案内・情報提供の目的に使用させていただきます。管理にあたっては、必要か
つ適切な安全管理措置を講じ、漏えい、紛失、毀損または不正アクセス等の防止に努めます。

お申し込み先

Email tirare@abelia.ocn.ne.jp
FAX 03-3527-1028

お問い合わせ先 TEL 03-3253-0570

● お申し込みいただいた方には、後日、事務局から受付完了メールをお送りいたし
ます（メールアドレスのご記入がない場合 FAXにて）。

● 事務局からメールが届きましたら、右記の口座へ参加費をお振り込みください。

または

でお申し込みください。

【振　込　先】三菱東京UFJ銀行　神保町支店
【口座番号】（普）０５０６３９５

ご不明な点は、左記までお問い合わせください。

社保研ティラーレのホームページからもお申し込みいただけます。http://tirare.jp/
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東京都千代田区内神田 2－4－6 WTC 内神田ビル
㈱社会保険研究所 7階
TEL：03-3252-7901（代）／ FAX：03-3252-7971

交通手段

JR神田駅からの行き方

J R 線：神田駅西口 徒歩 5分／銀座線：神田駅 徒歩 6分
丸ノ内線：大手町 A2出口 徒歩 5分

会
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神田駅西口を出てすぐの「西口商店街」を200mほど直進
し、「パチンコみとや」がある小さな十字路を左折、
150mほど行った左側の8階建てのビルです。

後
援

医療に関わる
全ての情報を
提供

● 医療政策の動向や背景、展望についてわかりやすくお伝えします。
● 介護との連携や年金政策の動きなどもタイムリーに知ることができます。
● メールアドレスをご登録いただいた読者には、定期的に最新ニュースをお届
けします。

見本誌をご希望の方、購読のお申込みをしたい方は
（株）社会保険研究所までご連絡ください。TEL：03-3252-7901（代）

＜ 主　催　＞　
地方から考える「社会保障フォーラム」事務局

＜ 協　力　＞　
㈱社会保険研究所 ／ 年友企画㈱ ／ ㈱社会保険出版社 ／ ㈱フィスメック

〒101－0047 東京都千代田区内神田 2－5－3 児谷ビル 3F 社保研ティラーレ内
TEL 03－3253－0570  /  FAX 03－3527－1028

セミナー開催のご案内

12第

回

平成29年4月19日（水）、20日（木）
事前お振込み（4月12日（水）まで）の場合 ：25,000円 ／ 当日お支払いの場合 ：30,000円

㈱社会保険研究所　〒101－8522 東京都千代田区内神田２－４－６ WTC内神田ビル7階（JR神田駅西口下車徒歩5分）

日時

参加費

会場

※第11回 地方から考える「社会保障フォーラム」
    セミナーの様子

日本が高齢化社会に向かいはじめた 1970 年頃には社会保障給付費は総額 3 兆
5000 億円だったものが、現在では実に 100 兆円を超えてしまいました。
我が国の経済はバブル崩壊以降低迷を続け、未だデフレの脱却に至っていませ

ん。財政負担増の大きな要因は超高齢化に伴う社会保障費の伸びによるもので財
政赤字の根源とも言われています。
高齢者が健康管理等に留意し、社会保障制度への需要の伸びを抑えるとともに、

制度の効率化を進めることが求められています。地域包括ケアシステムの推進のた
めに、地域の栄養士、薬剤師の役割と課題について、武田俊彦厚生労働省医薬・生
活衛生局長、漆畑稔日本薬剤師会相談役、奥村圭子訪問管理栄養士にご鼎談いただ
きます。また、高齢者の4人に1人は認知症とも言われていますが、「認知症高齢者
と地域で暮らす」をテーマに柴田範子NPO法人楽理事長からお話をいただきます。
そして、元知事のご経験を活かし TV のコメンテーターとしてもご活躍中の浅

野史郎氏をお招きして「地方議員は首長、行政のチェック機能を果たしているか」
について語っていただきます。他にも、29 年度予算案について度山徹厚生労働省
参事官室長から、さらには、自治体によってさまざまな対応がなされている空き
家対策について、伊藤明子国土交通省住宅局審議官にお話しいただきます。
今回も地域包括ケアを中心に、最新情報と現場の生の声を反映出来ればと考え

ております。皆様のご参加を心よりお待ちしております。

最新の政策動向をつかむ

定員

名
定員になり次第

締切

度山 徹氏 厚生労働省 政策統括官（総合政策担当）付社会保障担当参事官室長

柴田 範子氏 NPO法人 楽 ひつじ雲 理事長

武田 俊彦氏 厚生労働省 医薬・生活衛生局長

漆畑 稔氏 日本薬剤師会 相談役

奥村 圭子氏 三重大学大学院医学系研究科生命医科学専攻地域医療学講座、訪問管理栄養士

伊藤 明子氏 国土交通省 住宅局審議官

浅野 史郎氏 元宮城県知事、神奈川大学特任教授

講師名は講演日時予定順に掲載しています。プログラム内容の詳細は中面へ

講演予定講師



PROGRAM

4/19（水）１日目
12:00~ 受付開始

12:30~ 開講の挨拶、オリエンテーション

12:40~13:40

13:40~14:10 討議 （30分間） 

14:10~14:20 休憩（10分間）

14:20~15:20 　　　 「 認知症高齢者と地域で暮らす 」   柴田 範子氏　NPO法人 楽 ひつじ雲 理事長

15:20~15:50 討議（30分間） 

15:50~16:00 休憩（10分間）

16:00~17:20 　　　「 地域住民の命と健康を守るために－地域包括ケアシステムと栄養士、薬剤師の役割 」
武田 俊彦氏　厚生労働省 医薬・生活衛生局長
漆畑 稔氏　日本薬剤師会 相談役
奥村 圭子氏　三重大学大学院医学系研究科生命医科学専攻地域医療学講座、訪問管理栄養士

17:20~17:50 討議（30分間）

17:50~ 情報交換会

18:50 終了

　　　 「平成29年度の厚生労働省予算と制度改正 ～医療、介護、福祉はこう変わる～」 
度山 徹氏　厚生労働省 政策統括官（総合政策担当）付社会保障担当参事官室長
講義１

講義２

鼎談

4/20（木）２日目
  9:30~ 受付開始

10:00~11:00

11:00~11:30 討議 （30分間） 

11:30~12:30 昼休み（60分間） 

12:30~13:30 　　　 「 地方議員は首長、行政のチェック機能を果たしているか 」
浅野 史郎 氏　元宮城県知事、神奈川大学特任教授

13:30~14:00 討議（30分間） 

14:00~14:10 休憩（10分間） 

14:10~15:10 社会保険研究所グループ

15:10~ 終了の挨拶　次回開催のお知らせ

15:15 終了

　　　 「 空き家を活用した住宅セーフティネット制度―低所得世帯に家賃補助、
           住宅金融支援機構から融資も 」 
伊藤 明子氏　国土交通省 住宅局審議官

講義１

講義２

取材の現場から

● 奥村 圭子氏
愛知県出身。三重大学大学院医学系研究科生命医科学専攻地域医療学講座（博士課程）、
訪問管理栄養士、杉浦医院／地域ケアステーション はらぺこスパイス室長、介護支援専
門員修士（栄養学）、公益社団法人 愛知県栄養士会理事。

● 度山 徹氏
富山県出身。1988年厚生省（当時）に入省。これまで、雇用均等・児童家庭局、老健局、年金局、
社会保障担当参事官室、内閣府（経済社会システム）などに在籍し、児童手当や保育制度
の検討、介護保険制度の導入、2004年年金制度改正や2014年年金財政検証とそれを踏ま
えた制度改正の議論、「子ども・子育て応援プラン」や「子どもと家族を応援する日本」重
点戦略の策定、個別的・包括的・継続的支援としての「パーソナル・サポート・サービス」
のモデルプロジェクトの実施、社会保障・税一体改革などに従事。2016年6月より現職。

● 柴田 範子氏
秋田県出身。NPO法人 楽 ひつじ雲 理事長。
詳細はホームページ  http://hitsujikumo.com/ 参照。

● 武田 俊彦氏
岩手県出身。1983年厚生省に入省。薬務局経済課、ジェトロニューヨークセンター所員、
医政局経済課長等要職を歴任。2002年官房審議官（医療保険担当）、2003年政策統括官（社
会保障担当）。2016年より現職。

● 漆畑　稔氏
静岡県出身。日本薬剤師会相談役、日本ジェネリック医薬品学会理事。静岡市薬剤師会
理事や副会長、日本薬剤師会常務理事、副会長を歴任し、厚生労働省 中央社会保険医療
協議会委員、社会保障審議会臨時委員も務めた。

1日目
4/19（水）
講師一覧

● 伊藤 明子氏
島根県出身。1984年建設省入省。1991年宝塚市役所出向。1994年都市局まちづくり事業
推進室。2001年内閣官房都市再生本部事務局。2010年国土交通省住宅局住宅総合整備課
長等。2014年内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局次長。2016年より現職。

● 浅野 史郎氏
宮城県出身。1970年厚生省入省。1993年11月、厚生省生活衛生局企画課長で23年7ヶ月
務めた厚生省を退職し、宮城県知事選挙に出馬、当選３期務める。2005年～2007年3月
まで東北大学客員教授（東北大学大学院法学研究科付属法政実務教育センター）。2006年
～2013年3月まで慶応義塾大学総合政策学部教授。2013年1月厚生労働省厚生科学審議会
専門委員。2013年4月より現職。職歴詳細はホームページwww.asanoshiro.org/ 参照。

2日目
4/20（木）
講師一覧

● 谷野 浩太郎（株）社会保険研究所常務取締役／『社会保険旬報』編集長

● 青山 淳一 （株）社会保険研究所部長／『介護保険情報』編集長

● 阿部 正大 （株）社会保険研究所執行役員／『年金時代』編集長

第11回 地方から考える
「社会保障フォーラム」セミナー の様子


